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	事業名
	

	事業区分
	☐①ピアサポート  　　 ☐②災害対策　　    ☐③孤立防止活動支援
☐④社会活動支援　　☐⑤ボランティア活動　　☐⑥理解促進啓発・研修
☐⑦その他の支援

	事業実施期間
	令和　　年　　月　　日　　～　　令和　　年　　月　　日

	事業の主な
実施場所
	所在地
	

	
	名称
	

	事業の
参加予定人数
	合計
	人
	左記
人数
内訳
	①自団体会員
	人

	
	
	
	
	②自団体以外のボランティア
	人

	
	
	
	
	③それ以外
	人

	事業内容
	【事業概要】

	
	




	
	【事業の対象者等】

	
	

	
	【告知方法】

	
	


	
	【スケジュール】

	
	






	事業の
目的・必要性
	





	事業を実施して
期待される成果
及び効果等
	






事業実施計画書（その２）
	審査項目から見た事業の視点

	①公益性
	【障がい者が地域で生活するうえでの課題やニーズを捉えた事業か】
【特定の個人、団体の利益を目的とした事業となっていないか】

	
	





	②有効性
	【事業の参加者等にとって、障がいへの理解の普及が見込まれる事業か】
【参加者等が、事業を通じて得たものを他の市民等へ還元できる見込みがあるか】

	
	




	③オープン性
	【誰でも参加できるか。特に障がい者が参加しやすいものか】
【事業を幅広く周知するための方法がとられているか】

	
	




	④連携・協働
	【地域住民、ボランティア及び関係者等の連携・協働となっているか】

	
	




	⑤発展性
	【一過性の活動ではなく今後、発展していく可能性があるか】

	
	




	⑥計画性
	【事業計画及び収支予算が具体的で実現可能か】

	
	






